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○辻川河川レンジャー活動実施報告 

1. 十三干潟水質調査   ・平成 23 年 10 月～平成 24 年 1 月  
1.1 実施状況  

テ ー マ 十三干潟水質調査 

担  当 福島出張所管内 辻川河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 4 月～9 月 

参加人数 参加総数 27 名  

 10 月 30 日(日)7:00～7:30 2 名  

 11 月 27 日(日)8:00～10:00 2 名  

 12 月 25 日(日)8:15～10:00 3 名  

 1 月 22 日(日)8:15～9:50 6 名 うち事務局 1 名 

十三干潟での採水 

パックテスト用具の準備 

主な調査内容 

淀川水質の評価 

実施場所 十三干潟付近 

 
 

1.2 事前活動  

各種資料 
辻川作成・・・記載票 

河川事務所・・みんなの淀川を、みんなで守ろう！ 

関係機関からの 

支援内容 

河川事務所・・・パックテスト試薬 

(10 月 30 日(日))  水質試験結果:気温 18℃ ,水温 19℃ 

 ｱﾝﾓﾆｳﾑ pH COD DO 

十三干潟 不明 7.5 5.0mg 10.0mg 以上

測定時間 5 分 20 秒 5 分 2 分  
(11 月 27 日(日))水質試験結果:気温１８℃ ,水温 13℃  

 ｱﾝﾓﾆｳﾑ pH COD DO 

十三干潟 0.2mg 7.5 5.0mg 9.0mg 以上

測定時間 5 分 20 秒 5 分 2 分 

(12 月 25 日(日))水質試験結果:気温 3℃ ,水温 5℃  

 ｱﾝﾓﾆｳﾑ pH COD DO 

十三干潟 測定不能 8.0 7.0mg 5.0mg 

測定時間 5 分 20 秒 5 分 2 分 

レンジャーの活動内容 

(1 月 22 日(日))水質試験結果:気温-0.7℃ ,水温 -0.8℃  

 ｱﾝﾓﾆｳﾑ pH COD DO 

十三干潟 0.2mg 7.5 3.0mg 7.0mg 

測定時間 5 分 20 秒 5 分 2 分 
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1.3 活動状況  

    

 

 

 

 

 採水状況(12 月 25 日(日))  水質試験の指標数値のチェック(12月25日(日))

 

  

 

 河川レンジャーによる採水(1 月 22 日(日))  パックテストによる水質判定(1 月 22 日(日)) 
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1.4 意見・課題  
参加者からの意見 特になし 

今後の課題 

 (10 月 30 日(日)) 

１０月１６日予定の水質調査を改めて実施しました。アンモニウムの色

別が困難。黄金色（パッケジのラベルに近い色）調査開始が早朝７時とあ

って野犬が多く感じました。 

(11 月 27 日(日)) 

 潮水の匂いが若干強いように感じました。 

撮影することが出来ませんでしたが ワシ・タカ類のチュウヒを見

ることが出来ました。 

野外生活をする館の上に ハッカチョウの群れ（７～８羽）を見る

ことが出来ました。館から野犬が観察を行う者に威嚇するような状況

がありました。 

紅葉した河川敷を背景に バーベキューを目的にくる若者が多く見

受けられました。 

10 月は 早朝 7 時の調査開始と言うことで 他団体との交流がありませ

んでしたが 今回秋も深まり生きものに優しい季節と言うことで 自然通し

て野鳥の会や個人の愛好家の方々との出会いで 多くの情報と知識を得る

ことが出来ました｡ 

調査人数 2 人では有りましたが、意義のある活動であったと考えます｡

(12 月 25 日(日)) 

アンモニウムの測定が不能。満ち潮で水位も高く塩分濃度も高い。 

河川敷では野犬(番犬)が人の動きを観察しているように見えました。ハ

ト・カラス・ムクドリ・ハクセキレイ等が多くみられる一方 カモ・カモ

メ類が少ないように思いました。 

くずのきも冬枯れしており 川面が近くに感じられました。 

厳しい寒さながらも穏やかな河川敷です。ヨシ刈りも順調に進んでいま

す。特に干潟から水路付近の比較的細いヨシの刈り取りが進んでいます。

鉄塔が１基撤去され貴重な空間を実感できる大事な宝物であると感じま

した。  

新北野中学校の生徒さんが「まゆみ」の木に「木を守ろう！」のプレー

トを掛けています。良くまとめられておりなるほどと感心しながら複雑の

気持ちで見入ました。 

(1 月 22 日(日)) 

続いた雨もあがり寒さも少し和らいだ朝８時 参加者がいるのだろうか

と思いながらいる内に、８時１５分集合時間に２人が参加者してくれまし

た。８時２０分開始概ね８時３５分水質調査を終わろうとした時、更に２

人が「何してはるのですか？」と声を掛けてくれました。お一人の方はよ

く知る方でしたが、お一人の方は若い女性で話すうち、当事業に興味を持

たれているようでした。連絡先の交換と次回から参加してくださるように

伝えました。 

雑談の中で目の前に育つ「まゆみの木」について、これは違う「まゆみ

の木」ではないといわれ、横の木が「まゆみの木」で有るとのことでした。

今までこれが「まゆみの木よ！」とたくさんの人に伝えてきた私にとって、

心が痛み急いで家に帰りネットで調べました。もし間違いであるならば立

て札をかかげている大阪市立神津小学校へ一報を入れてあげなければと思

っていました。しかし正銘まゆみであると考えます。 
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2. 河川敷フェスプレイベント   ・平成 23 年 10 月 15 日(土) 
2.1 実施状況  
テ ー マ 「淀川河川敷フェスティバル プレイベント“YODOGAWA ナイト”」 

夕暮れの清掃活動＆ヨシ笛づくり 

担  当 福島出張所管内 辻川河川レンジャー 
（淀川フォーラム実行委員会主催行事に協賛） 

開催日時 平成 23 年 10 月 14 日（土）16:00～18:45 

参加人数 参加総数 70 名  

 参加者 55 名  

 講師 1 名 NPO 法人アカルプロジェクト 

 河川レンジャー 1 名 辻川河川レンジャー 

 協力スタッフ 

 

12 名 淀川区役所７名 

わがまち推進協議会５名 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00 

 

 

スタッフ集合（淀川区役所 503、504 会議室） 

・会場準備（全体催し） 

・参加受付（全体催し） 

 15:00 

 

開会（全体催し） 

・主催者挨拶、レンジャー挨拶 

 16:00 

 

 

 

 

ヨシ笛づくり 

1.ヨシ材にあらかじめ貼られた「音階」の位置を示す型紙に合わせて

工作機器「リューター」を用いてヨシ材に指穴、吹口を加工する。 

2.吹口側のヨシに紙粘土を詰める 

3.手鏡を見ながら練習（適宜 1．に戻り修正加工） 

 18:45 閉会 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●淀川区役所 
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2.2 事前活動  

各種資料 
第１０回よどがわ河川敷フェステイバルチラシ 

天地雅楽（てんちががく） 天壌無窮（てんじょうむきゅう）チラシ 

関係機関からの支援内容 

 淀川区役所市民協働課 

   講師への謝礼 

   開場の提供 

   開場（実施施設）の管理と進行補助 

講師との連絡調整 

連絡先窓口 

淀川河川事務所 

   河川公園一部占用許可（中止） 

 清掃後の処理（中止） 

   ゴミ袋等の準備（中止） 

レンジャーの活動内容 

 淀川区、淀川区：淀川フォーラム実行委員会との共催での取り組み。翌日の

フェスティバルと同じく淀川河川公園での実施予定であったが、雨天のため会

場を淀川区役所に変更しての実施となった。 

 また本報告は全体の催しの中で辻川レンジャーが担当した取り組みを報告す

るものである。レンジャー担当は河川敷清掃およびヨシ笛づくりであったが、

河川敷清掃は中止。ヨシ笛づくりの実施となった。 

 広報紙の内容調整 

 清掃活動（中止） 

協力者との調整及び協力依頼 

 ヨシ笛 

   講師依頼 

   ワークショップ内容の調整 

   区役所との事業内容の調整 

 

2.3 活動状況  

 

 

 

 

  工作機器「リューター」を用いて加工  手鏡を見ながら練習 

 

 

2.4 意見・課題  

参加者からの意見 

直接の声 

・清掃活動は出来たのではないか 

・思いがけない体験（ヨシ笛）にワクワクしました。 

・たまたま知ってきました。来て良かったと思いましたが  

プレイベントの周知が出来ていないのではないか？ 

今後の課題 

 プレイベントとして位置づけた清掃活動の中止を、どの時点で判断するかを迷いま

したが、結果的に行程の都合で２時５０分に中止を決め連絡調整をおこないました。

清掃活動を行いたいと思う方には大変残念なこととなり課題を残したように考えます。
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3. 第 10 回河川敷フェスティバル    ・平成 23 年 10 月 16 日(日) 
3.1 実施状況  
テ ー マ 第 10 回よどがわ河川敷フェスティバル 

担  当 福島出張所管内 辻川河川レンジャー 
（淀川フォーラム実行委員会主催行事に協賛）

開催日時 平成 23 年 10 月 16 日(日)  10:00～ 16:00 

参加人数 レンジャー活動 

参加総数  206 名 

(参考大会総数) 

全体入場者数      7,000 名  

スタッフ数            500 名 

内 中学生 27 名・引率先生４名 

   一般スタッフ      434 名 

区役所職員      35 名 

 一般参加者 117 名 ヨシ舟:42 名 

E ﾎﾞｰﾄ:75 名 

 講師 2 名 板原宏次氏(寝屋川消防署カヌー部救難指

導員) 

今川郁子氏(十三中学校絵画指導員) 

 河川レンジャー 1 名 辻川河川レンジャー(大会副委員長) 

 協力スタッフ  28 名 体験ブース（14 名） 

生涯学習 3 名､未来わがまち 2 名 

美津島中学 3 名､十三中学 3 名 

美津島中学教諭 1 名 

大阪ｶﾞｽ 2 名 

ヨシ舟（6 名） 

(船頭として板原講師) 

生涯学習 4 名 リバーマスター2 名 

紙芝居（8 名） 

十三中学校 2 年生 5 名   

十三中学校教諭 3 名 

 その他 37 名 大阪市淀川区金谷区長以下 35 名 

片寄氏（河川レンジャー代表者会議会長）

川添義英氏（河川レンジャー活動実習） 

 淀川河川事務所 18 名 芝田監督官、小杉所長 

管理課 1 名、施設整備課 3 名、防災情報課

3 名、その他 10 名 

 運営事務局 2 名 事務局 2 名 

8:00 

 

9:00 

9:30 

水質調査 参加者がないため後日(10 月 30 日)順延する。 

ブースの立会 

会場ブース（レンジャー・ヨシ舟）準備 

ジュニアサポーター集合（中学生 23 人･学校教諭引率 4 人） 

 事業内容の説明と役割の伝達 

10:10 ・辻川レンジャーによるミーティング 

11:00 ・淀川フェスティバルオープンセレモニー（中学生による演奏）

11:03 

11:10 

・小竹委員長開会挨拶・金谷淀川区長挨拶 

・ステージでは各種パフォーマンスの開始 

11:20 

11:30 

・各種ブースでは様々なイベントを実施 

・ヨシ舟入川式 

11:45 ・紙芝居の上演「もし 淀川が決壊したら」 

15:20 ・生徒による「川との約束」宣言 

15:30 ・辻川副委員長の閉会の挨拶および金谷区長のお礼の言葉 

スケジュール 

15:40 ・終了 
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実施場所  （場所）大阪市淀川区西中島（淀川右岸高水敷） 

 

 

3.2 事前活動  

各種資料 
・アンケート 

・開催チラシ 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所 

  くらしを守る災害対策用機械の出動 

福島出張所 

 ・展示用パネル貸し出しに伴う淀川資料館より区役所への搬入協力と 

  福島出張所から淀川資料館迄の搬出協力 

 ・ヨシ舟乗船に関わる現地整備（草刈り） 

淀川区役所市民協働課 

・アンケートの印刷 

・事業の共同 

各種団体からの支援（受付・実践指導などを含む） 

 ・美津島中学校より引率の教諭動員及び中学生サポーターの募集と指導

 ・十三中学校より引率の教諭動員及び中学生サポーターの募集と指導 

 ・十三中学校より紙芝居上演者の引率と指導 

 ・生涯学習推進員の運営協力 

 ・わがまち委員会委員の運営協力 

 ・大阪ガスセキュリテイーより運営の協力 

 ・レンジャー事務局 ＜活動演習希望の告知＞ 

 ・上田レンジャーより乗船指導者の紹介を得る 

 
災害対策車          水中歩行体験施設（国交省淀川河川事務所協力）

レンジャーの活動内容 

・実施に伴う淀川河川事務所・福島出張所・河川財団との連絡調整 

・事業実施に伴う進行の調整を含む全体運営の進行 

・事業実施に伴う場所設営と決定 

・場内駐車車両の移動依頼 

・パネル展示物の選定と搬入と搬出の連絡 

・協力者への案内と依頼 
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・ジュニサポーターの依頼の為 

 東三国中学校･三国中学校･美津島中学校 

十三中学校 ･新北野中学校･宮原中学校の 6 中学校を訪問 

全体で 23 名の中学生と 4 名の教諭の協力を得る 

･紙芝居上演に関わる出演依頼 

 (十三中学校 4 名の生徒と 2 名の教諭及び指導員合計 8 名参加) 

･アンケートの作成と集約 

 

 

3.3 活動状況  
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 小竹大会実行委員長による活動の目的の説明  大阪市淀川区金谷区長による活動上の注意 

 

ヨシ舟体験風景 

 

 

 
辻川河川レンジャーによる活動の講評 

 

 

3.4 意見・課題  

参加者からの意見 

全体の意見 

・見応えのあるイベントであった。 

・ヨシ船に乗れて良かった。 

・乗れなくて残念。 

・トイレの位置を考えて欲しい。 

今後の課題 

 大雨の翌日とあって地盤が緩み、管理を行う事務所および出張所の尽力

を頂いた。 

 今後の活用方法についてまた 公共性について考え、十分な周知を図っ

て行きたいと思います。 
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4. 十三中学校わがまち防災   ・平成 23 年 11 月 1 日(月) 
4.1 実施状況  
テ ー マ わがまち「防災スクール」～安心・安全のまちづくりをめざして～ 

担  当 福島出張所管内 辻川河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 11 月 1 日(月)13：45～14：50 

参加人数 参加総数 215 名  

 参加者 213 名 十三中学校一学年四クラス全員 

 河川レンジャー 1 名 辻川河川レンジャー 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:10 レンジャーと十三中学校校長による本活動の意義説明 

 13:20 自ら作成した防災紙芝居の上演 

 13:35 パワーポイントを用いて災害と対策の説明 

実施場所 大阪市立十三中学校体育館 

 
 

4.2 事前活動  
各種資料 わがまち防災スクールテキスト資料(河川レンジャー作成) 

関係機関からの 

支援内容 

中央流域センター・・・掲示物資料の提供 

十三中学校２学年主任・・「紙芝居」出演に関わる生徒の引率と調整 

レンジャーの活動内容 

学校（１学年主任を含む）との日程調整 

パワーポイントの作成 

アンケートの作成 

実施場所の設営 

掲示物の選定準備と掲示作業 

 

 

4.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 卓球台を活用した掲示  
辻川河川レンジャーと十三中学校校長による

防災活動の意義説明 
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 自ら作成した防災紙芝居の上演  
辻川河川レンジャーがパワーポイントを用い

て災害と対策の説明 

 

4.4 意見・課題  
参加者からの意見 別紙アンケートを集約 

今後の課題 

実施時期や場所・内容について 大きな成果が上がったものと考えます。

あえて課題とするならば 開始時間までの間を短縮できるよう工夫するこ

とが上げられます。 
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5. 十三中学校防災スクール                ・平成 23 年 11 月 8 日(火) 
5.1 実施状況  
テ ー マ わがまち「防災スクール」 

担  当 福島出張所管内 辻川河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 11 月 8 日(火)13：00～15：30 

参加人数 参加総数 255 名  

 参加者 224 名 教師 11 名、一学年 213 名 

 河川レンジャー 1 名 辻川河川レンジャー 

 
講師 17 名

淀川消防署署長以下 14 名、 

淀川資料館柗永正光氏、福井保氏 

淀川右岸水防事務組合西田主幹 

 
協力スタッフ 3 名

西岡河川レンジャー 

十三中学校元ＰＴＡ会長森氏、 

わがまち委員 

 
その他 7 名

淀川区役所市民協働課 3 名、 

セーフティーよどがわ 4 名 

 淀川河川事務所 2 名 小杉所長、宮嶋係長 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:34 中学校を出発：先頭は西岡河川レンジャー 

 13:49 河川敷会場に到着 

 14:06 水防講師による活動の注意点 

 14:07 救急救命講師による活動の注意点 

 14:17 可搬式ポンプホース連結訓練 

 14:19 心肺蘇生訓練 

 14:21 土のう(結束)訓練 

 14:43 AED 実施訓練 

 15:01 土のう(締め固め)訓練 

 15:02 土のう(間詰め土散布)訓練 

実施場所 淀川河川公園十三地区 

 
 

 

5.2 事前活動  

各種資料 
わがまち「防災スクール」Part2 技術を繋げる 

 防災のエキスパートから学ぶ＝体験学習＝(レジュメ：レンジャー作成)

関係機関からの 

支援内容 

淀川消防署・・・・・・・署員講師の派遣 

淀川区役所市民協働課・・委員へ協力依頼の周知 

            生徒の安全確保（セーフティーよどがわ） 

大阪市立十三中学校・・・実施学年へ周知と授業の調整 

福島出張所・・・・・・・資材及び機材の準備と手配と支援 

淀川右岸水防事務組合・・資材の提供 

淀川資料館・・・・・・・講師の派遣 
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レンジャーの活動内容 

授業内容の企画 

事業実施に伴う学校への企画提案と日程調整 

事業実施に伴う資料の作成 

事業実施に伴う支援について・・福島出張所 

講師の依頼・・・・・・・・・・淀川資料館・淀川消防署 

資材及び機材について依頼・・・淀川右岸水防事務組合 

生徒の安全確保について依頼・・淀川区役所市民協働課 

セーフティーよどがわ 

サポーターの依頼・・・・・・・淀川区役所わがまち委員会 

 

 

5.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 可搬式ポンプホース連結訓練  心肺蘇生訓練 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 AED 実施訓練  土のう(結束)訓練 

 

 

5.4 意見・課題  
参加者からの意見  別途アンケート集約 

今後の課題 

 ３・１１の大震災が起きても 大人社会においてはまだまだ防災意識の

低下が取り出されています。その様な中で こどもたちの防災意識をどの

様にスキルアップさせることが出来るかが 大きな課題と考えます。 
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6. 新北野中学校防災スクール             ・平成 23 年 11 月 11 日(金) 
6.1 実施状況  
テ ー マ わがまち「防災スクール」 

担  当 福島出張所管内 辻川河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 11 月 11 日(金)13：00～16：00 

参加人数 参加総数 259 名  

 参加者 242 名 新北野中学校教頭ほか教師 9 名、生徒 233 名

 河川レンジャー 1 名 辻川河川レンジャー 

 協力スタッフ 5 名 わがまち委員会 5 名 

 
その他 8 名

淀川区役所 2 名 

淀川区役所防災担当１名 

セーフティーよどがわ 5 名 

 淀川河川事務所 2 名 宮嶋係長、本多技術係長 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:26 活動の開始にあたってレンジャーから注意点など 

 13:32 体験用長靴の装着 

 13:37 水中歩行体験 

 13:38 水没ドア体験 

 13:41 災害のメカニズムについて講義 

 14:34 活動の締めくくりに講評 

 15:35 生徒代表のあいさつとお礼 

実施場所 新北野中学校 

 
6.2 事前活動  
各種資料 レンジャー作成当日タイムスケジュール 

関係機関からの 

支援内容 

淀川区役所 

  市民協働課      委員へ協力依頼の周知 

             生徒の安全確保（セフティーよどがわ） 

大阪市立新北野中学校   実施学年へ周知と授業の調整 

国土交通省        施設の提供 

福島出張所      資材及び機材の準備と手配と支援 

 
国土交通省提供の体験施設全景 
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レンジャーの活動内容 

授業内容の企画運営票の作成 

事業実施に伴う学校への企画提案と日程調整 

事業実施に伴う資料の作成 

展示資料の選別事務と準備の依頼 

事業実施に伴う支援について依頼・・福島出張所 

生徒の安全確保について依頼・・淀川区役所市民協働課 

セーフティーよどがわ 

サポーターわがまち委員会への依頼・・・・・・・淀川区役所市民協働課

 
6.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 水中歩行体験  水没ドア体験 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 災害のメカニズムについて講義  活動の締めくくりに講評 

    

6.4 意見・課題  
参加者からの意見 別紙アンケート集約 

今後の課題 

はじめての授業じっと言うことで戸惑いがありましたが 防災スクールを

通して一クラス一クラスの生徒に「命の大切さ」を伝える機会に巡り合え

たことに感謝しています。 

今後の課題として短い時間に いかに効率的に運営していけるかを 

模索していきたいと考えます。  
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7. 十三中学校防災図上訓練   ・平成 24 年 1 月 17 日(火) 
7.1 実施状況  
テ ー マ わが町防災スクール Part3 図上訓練(DIG) 

担  当 福島出張所管内 辻川河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 1 月 17 日(火)  13:00～15:25 

参加人数 参加総数 245 名  

 
参加者 225 名

大人 9 名(十三中学教員) 

生徒 216 名(十三中学生 1 年生) 

 河川レンジャー 1 名 辻川河川レンジャー 

 

協力スタッフ 15 名

十三 地域(1 名)地域ﾈｯﾄﾜｰｸ推進員

西中島地域(1 名) 

民生児童委員(互交会 OB) 

木川南地域(1 名) 

防災リーダー(互交会 OB) 

木川(7 名) 社協会長 ･地域役員 

防災リーダー･女性会 

野中地域(4 名)防災リーダー(民生

児童委員) 

更生保護女性会 

淀川消防署 大野亮恭三氏 

 
その他 ３名

淀川区役所市民協働課 

(防災担当 2 名･市民協働担当 1 名)

 運営事務局 １名  

スケジュール 13:00 ・準備及び協力者とミーティング 

 14:00 ・十三中学生１年生講堂に集合 

 14:05 
・辻川河川レンジャーによる挨拶・過去２回の活動を振り返りパワポ

により説明 

 14:20 ・中学生の居住別にそれぞれの班に分かれ、地域の協力者を決める。

 14:25 ・各班別にＤＩＧ（図上訓練）の開始 

 14:40 ・図上訓練の終了 

 14:45 ・各班別に中学生による発表 

 15:00 ・淀川区役所防災担当及び淀川消防署より図上訓練に対する評価説明

 15:05 

15:25 

・終了 

・後かたづけ/解散 

実施場所 

 

（場所）大阪市淀川区十三中学校講堂 

 

 

7.2 事前活動  
各種資料 Part-1･2 回で配布済み 

関係機関からの 

支援内容 

淀川区役所市民協働課 防災担当 

 DIG 用 班別地図・筆記用具（マーカー・ポストカードなど） 

レンジャー事務局 

 ポイントシール  

大阪市立十三中学校 機材の提供（アダブター・マイク） 
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レンジャーの活動内

容 

大阪市立十三中学校へ 

   ・授業実施に向けて内容の調整 

淀川区役所市民協働課防災担当へ 

・事業の協力依頼 

・筆記用具借用の依頼 

・地図作成依頼 

淀川消防署へ 

   ・事業の協力依頼 

中央流域センター 

   ・シートの印刷依頼 

地域スタッフへ 

   ・DIG 実施に向け協力依頼 

資料の作成（パワーポイント） 

場所の設営・司会・進行・運営 

 

7.3 活動状況  

           
・地域の協力者による情報の聞き取り風景               ・避難場所等の話し合い 

 

         

 

・各班別の DIG 発表風景                                  ・辻川河川レンジャーによる総評  

 

7.4 意見・課題  

参加者からの意見 

＜防災リーダー隊長より＞ 

・是非全中学校(区内 6 中学校)に広めてほしい。 

・協力する者の指導方法を身につけて行きたい。また機会を作って欲しい。 

＜淀川消防署草部署長より＞ 

 ・防災をテーマに地域の大人と地域の子どもが一緒になって｢災害・避難・安全｣

を考え合う DIG(図上訓練)の実施を進められたこことは、大きな成果で大変嬉し

く思う。 

＜木川地域社会福祉協議会会長より＞ 

・成果がどうであるということより 繰り返し何回もしていくことが大事。 

＜地域防災リーダーより＞ 

・なれないので 教えて行くことの大変さを感じた。 

・もう少し時間が欲しい。 
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今後の課題 

 事前に時間の配分と調整を致しましたが 2 時 50 分終了の時間を大幅に

超過し 3 時 5 分の 15 分超過して終了致しました｡改めて企画内容に無理が

なかったかを検証し､図上訓練の必要性とし続けることの大事さを今後の企

画立案に反映させて行きたいと考えています｡ 

 同時に､ご協力いただいた地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの心意気と消防署･区役所市民

協働担当･防災担当の皆様のご支援に感謝します｡ 

 今回実施した内容を検証し 次年度の事業に活かしていくことが 大きな

課題と考えます｡ 
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○池宮河川レンジャー活動実施報告 

8. 防災の話とずきんづくり   ・平成 23 年 10 月 8 日(土) 
8.1 実施状況  
テ ー マ 第２回みんなで考えよう防災（淀川の歴史を学び水害に強い町づくり）

担  当 福島出張所管内 池宮河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 10 月 8 日(土)10:00  ～ 12:00 

参加人数 参加総数 45 名  

 参加者 38 名 大人 36 名、子ども 2 名 

 
講師 １名

池宮久子氏(区民センター 防災ず

きんハウ・リーダー) 

 河川レンジャー 1 名 池宮河川レンジャー 

 協力スタッフ ４名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:15 淀川区民センター会場準備・受付 

 10:00 

10:05 

池宮河川レンジャー挨拶 

防災の話をパワーポイントにより説明 

 11:10 

11:15 

終了 

教室移動 

 11:15 講師による防災ずきんの製作説明および製作開始 

 12:00 終了 

実施場所 

 

（場所）大阪市淀川区 淀川区民センター 

 

 

8.2 事前活動  

各種資料 
第 2 回みんなで考えよう防災チラシ 

防災ずきんつくり方教室チラシ 

関係機関からの 

支援内容 

淀川資料室：水害のパネル・淀川今昔地図 

淀川区民センター：P.P 機器の準備 

淀川区民センター：広報案内 

ミシンメーカー：ミシン 2 台準備・説明 

レンジャーの活動内容 

１． 実施計画の立案 

実施日､実施内容の検討､募集チラシの作成､講座資料の作成 

２． 関係機関との調整 

３． 協力者との打ち合わせ 

実施内容の案内と周知･参加人数の確認 

４． 使用備品の手配 

５． 活動実施 
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8.3 活動状況  
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 防災に関する説明  説明を聴く参加者 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 型紙を使って裁断  防災ずきんの縫い込みミシンの説明 

 

8.4 意見・課題  

参加者からの意見 

1.自分たちが住んでいる街が 0 ﾒｰﾄﾙ地帯で何によって守られているか､ま

さかの時にどのような高さの所､堅牢な場所に避難したらよいかなどが

分かりやすい説明で勉強になった｡ 

2.淀川の水害の歴史と防災の話がよくわかりよかった｡ 

3.堤防の工事内容がよく理解出来ました｡ 

4.水害､地震､火災などの災害が理解でき勉強になった｡ 

5.身近な物でも土のうの代わりになる方法がわかってよかった｡ 

6.自分の身を守るために何をなすべきかという話はよかった｡ 

7.このようなわかりやすい防災講座をたくさんの人が受けてほしい｡ 

今後の課題 

 第 1 回開催時と同じ内容の受講感想が多くあり、淀川と地域の防災意識

を高めるための講座を行なう必要性を感じた。 

 次回開催時には避難場所などを具体的に話せるよう準備する 
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9. 歴史と災害の講座                          ・平成 23 年 10 月 25 日(火) 
9.1 実施状況  
テ ー マ 第３回みんなで考えよう防災（淀川の歴史を学び水害に強い町づくり）

担  当 福島出張所管内 池宮河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 10 月 25 日(火)  13:30～ 15:30 

参加人数 参加総数 24 名  

 参加者 19 名 大人 19 名、子ども 0 名 

 河川レンジャー 1 名 池宮河川レンジャー 

 協力スタッフ 3 名 十三福寿会・淀川水遊館 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00 会場準備 

 14:00 

 

開会 

福寿会会長挨拶 

 14:03 池宮河川レンジャー挨拶・講演 

 

 

淀川の歴史を学び水害に強い街づくり「みんなで考えよう防災」

をテーマに淀川に係わる水害、河川改修、津波等の説明をパワ

ーポイントにより解説した。 

１． 大阪での過去の水害・津波被害の話 

２． 安全への備えとしての淀川堤防と防潮堤の話 

３． 参加者の地元、淀川区の出水への備えの話 

４． 内水氾濫への注意喚起 

５． 災害時の避難に対する備えの話 

などの講座 

 15:10 質疑応答 

 15:30 終了 

実施場所 （場所）大阪市淀川区十三憩いの家 会議室 いきいき教室 
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9.2 事前活動  
各種資料 第３回みんなで考えよう防災チラシ 

関係機関からの 

支援内容 

淀川区十三憩いの家 会議室：Ｐ．Ｐ機器の準備 

淀川区十三憩いの家 広報案内・参加者募集 

レンジャーの活動内容 

・実施計画の立案 

実施日、実施内容の検討、講座資料の作成 

・協力者との調整、打ち合わせ 

実施内容の案内と周知・参加人数の確認 

・使用備品・機材の手配・会場設営 

・活動実施 

 

9.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 参加者全景  池宮河川レンジャーがスライドで説明 

    

9.4 意見・課題  

参加者からの意見 

１．このようなわかりやすい防災講座を多く開いて欲しい。 

２．淀川の水害の歴史と防災の話がよくわかりよかった。 

３．堤防の工事の話しは始めて聞きました、内容がよく理解出来ました。

４．自分たちが住んでいる街が０メートル地帯だったとは初めて知りまし

た。どのように守られているかがわかりました。 

５．まさかの時にどのような高さの所、しっかりした場所に避難したらよ

いかなど、分かりやすい説明で勉強になった。 

６．水害、地震などの災害が理解できよかった。 

７．自分の身を守るために何をしたらよいかという話はよかった。 

今後の課題 

 第１回・２回開催時と同じ内容の受講感想が多くあり、淀川と地域の住

民の防災意識を高めるため、地域に根ざした講座を数多く行なう必要を感

じた。 
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10. イタセンパラを知ろう    ・平成 23 年 11 月 1 日(火) 
10.1 実施状況  
テ ー マ 天然記念物の淡水魚イタセンパラを知ろう（第 2 回小学校出前授業） 

担  当 福島出張所管内 池宮河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 11 月 1 日(火)  9:00～ 12:30 

参加人数 参加総数 115 名  

 参加者 

107 名

教諭 5 名､児童 4 年生 23 名･5 年生

18 名 (見学のみ)教諭 2 名･3 年生

22 名･6 年生 37 名 

 講師 
2 名

大阪府水生生物センター主任研究員 

上原一彦氏、平松和也氏 

 河川レンジャー 1 名 池宮河川レンジャー 

 協力スタッフ 
3 名

水遊館 1 名･水生生物センター補助

者 1 名 ･PTA 1 名 

 その他 1 名 大阪市立片江小学校 志村校長 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:00 大阪市立十三小学校理科室での準備 

 10:45 

 

 

小学 4年生と 5年生の児童による 2班編成で､①イタセンパラの･

見学と学習②淀川の環境と生息魚の見学を交互に 30分ずつ実施

した 

  

 

・平松和也講師の挨拶 

・池宮河川レンジャーの挨拶 

 10:50 

 

4 年生 18名の班は､①イタセンパラの見学と平松講師による DVD

での学習会 

  

 

5 年生 23 名の班は､②淀川の生息魚の見学と池宮河川レンジャ

ーによるｽﾗｲﾄﾞでの淀川の環境についての学習会 

 11:15 

 

第 1 回目終了･引き続き第 2 回目を開始(4 年生と･5 年生を入れ

替えて実施) 

  5 年生 23 名の班は､①イタセンパラの見学と DVD による学習 

  

 

4 年生 18 名の班は､②淀川の P.P による環境学習と生息魚の見

学 

 11:45 第 2 回目終了 

 11:50 3 年生児童によるイタセンパラおよび淀川に生息する魚の見学

 12:10 6 年生児童によるイタセンパラおよび淀川に生息する魚の見学

 12:30 終了 

実施場所 （場所）大阪市淀川区十三小学校 
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10.2 事前活動  

各種資料 
淀川に生息する魚のポスター 

淀川の淡水魚の下敷 

関係機関からの 

支援内容 

児童見守り 

１． ＰＴＡ 

２． 淀川水遊館 

レンジャーの活動内容 

１． 実施計画の立案 

実施日、実施内容の検討、現地下見 

２． 関係機関との調整・学校・協力者との打ち合わせ 

実施内容の案内と周知、参加人数の確認 

３． 使用備品（水槽等）持込淡水魚の手配・依頼 

４． 活動実施 

開会 

参加児童への注意事項の徹底 

学校関係者との交流 

意見・感想の聴取・とりまとめ 

 

 

活動状況  
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 イタセンパラの生態に関する説明  淀川に生息する魚の映像に熱心に見入る児童達 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 イタセンパラの特徴を写生する児童達  手にとって魚を観察する児童達 
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10.3 意見・課題  

参加者からの意見 

・貴重な魚をもって十三小に来て下さり、ありがとうございました。魚の

ことはあまり知らなかったので、すごく勉強になりました。色々な魚の

ことが分かりました。(類似感想者全 9 名) 

・ふだん、さわれない生きものやイタセンパラを見せてくださってありが

とう。楽しかったです。(類似感想者全 5 名) 

・イタセンパラを見れてよかった。いろいろな魚をさわれてよかった。淀

川にすむ生きものについてよくわかった。 

・ブラックバスが外来種と知って驚いた。ナマズにヒゲが子どものとき 6

本なのに大人になると 4 本になっているのが驚いた。いろんな事がわか

った。 

・ナマズやドジョウは頭がかたいのは、土の中にもぐるから。すごく頭が

かたかった。体がすごくぬるぬるしていた。(類似感想者全 3 名) 

・天然記念物をつったりしてほしくないです。さわったことのない魚もさ

われました。ほとんど魚がかたかったです。たのしかった。 

今後の課題 

大きくきれいに育った天然記念物｢イタセンパラ｣の繁殖期を狙っての講

座実施で 4月より学校､水生生物センター等､関係者と打ち合わせ協力を得

た｡ 

子供たちに淀川の自然､そこに生きる種々多様な生き物を紹介､手にとっ

て観察してもらうとともに､観察･授業の実施により天然記念物｢イタセン

パラ｣の保全への取り組みを､学校を通して PTA､地域へと広げる｡ 

小人数を前提で実施した関係で参加対象者を 4 年生 23 名 

5 年生 18 名の計 2 学年 41 名に 2H の授業を行った｡3 年生･6 年生(59 名)

は昼休みを利用した｢イタセンパラ･淡水魚｣観察のみの実施となった｡ 

今後は参加希望学年全員を対象とした授業が行えるように教室･機材等

の事前調整を関係者と行いたい｡                                   

実施内容 

･淡水魚の天然記念物｢イタセンパラ｣の観察･勉強(DVD) 

･淀川の自然･汽水域に住むさかなの話(P.P.) 

･生きた淡水魚の観察(5 種類･5 ｸﾞﾙｰﾌﾟ分用意) 

 

今後､他の校区･学校へも講座の輪を広げ､子供も大人も安心して近づけ

る｢いい川｣淀川を知ってもらい､現在ある淀川の環境･生物多様性を地域の

住民･子供たちの協力で守り､天然記念物｢イタセンパラ｣の保全への取り組

みの協力者を増やすこと｡ 

講座開催を継続して実施できる取り組みとしたい｡ 
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11. 淀川を活用した施設の見学             ・平成 23 年 11 月 22 日(火) 
11.1 実施状況  
テ ー マ 「淀川を生かし、生かされる施設」を見学 

担  当 福島出張所管内 池宮河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 11 月 22 日(火)9：00～12：45 

参加人数 参加総数 56 名  

 参加者 42 名 大人 42 名 

 
講師 2 名

水道記念館吉田昌博氏、内田君代氏

（場内案内） 

 河川レンジャー 1 名 池宮河川レンジャー 

 
協力スタッフ 6 名

協力者 4 名 

水道記念館誘導スタッフ 2 名 

 
その他 4 名

淀川区長金谷氏 

淀川区役所さわやか夢ちゃんプロジ

ェクト 3 名 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:00 

9:05 

受付 

金谷淀川区長の挨拶 

 9:08 池宮レンジャーの挨拶と活動の主旨・注意事項の説明 

 9:13 

9:15 

すこやか夢ちゃんスタッフ指導の準備体操の実施 

スタート 

 9:29 淀川堤防にてレンジャーによる堤防補強・防災対応・汽水域の話

 9:51 レンジャー・スタッフから浸水実績図の説明 

 10:12 

10:15 

水道記念館での水道施設の説明 

場内見学 

 11:00 河川水を浄化する数々の浄化施設の見学 

 11:29 災害時給水施設の説明 

 11:44 会議室にて活動のまとめと質疑応答 

 12:05 

12:45 

淡水魚飼育棟の見学 

終了・解散 

実施場所 淀川区役所～水道記念館 
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11.2 事前活動  

各種資料 

水道記念館パンフ、自然豊かな淀川の明日冊子、 

水の散歩道冊子、大阪市水の旅パンフ、 

アンケート用紙 

関係機関からの 

支援内容 

大阪市・淀川区役所すこやか夢ちゃんプロジェクトによる 

・広報案内 

・参加者募集 

・準備体操の実施 

大阪市立水道記念館より 

・広報スタッフ 

・浄水場場内の案内と説明 

レンジャーの活動内容 

・実施計画の立案と作成 

・実施日、実施内容の調整、浄水場との連絡 

資料の作成 

・協力者との調整、打ち合わせ 

実施内容の周知 

参加人数の確認 

・使用備品・機材の手配 

・活動実施 

 

11.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 すこやか夢ちゃんスタッフと準備体操  河川レンジャーから堤防補強と防災の話 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 河川水浄化処理槽の見学  災害時給水施設 
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11.4 意見・課題  

参加者からの意見 

１． 地域に住んでて知らないことがたくさんあった。淀川に感謝 

２． 安心して飲める水のできるまでがよくわかりました。 

３． お天気がよくて、淀川の話し、堤防の話し、浄水場の見学と大変勉強

になりました。有難うございました。 

４． 浄水場を見学して、水の大切さがよくわかりました。 

５． 普段入れない浄水場が見学できて、水道水のできるまでがよくわかっ

た。 

６． 淀川の水に頼っている大阪がよくわかりました、川の環境をよくしま

しょう。 

７． 堤防と堤防工事のことが説明を聞いてよくわかりました。 

８． 堤防がこんなにきれいになっていることを知りませんでした。 

今後の課題 

募集対象を前回と変えて区内全域を対象として募ったところ多くの参加

者があった。 

健康ウォークと歴史ある施設の組み合わせ、参加者には大好評、「知っ

てるようで何も知らない」、河川と関連施設と地域の歴史、淀川への理解

者を増やすため継続して河川を利用するウォーク参加者を募り、川への理

解と防災活動の輪を地域へ広げる。 
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○三輪河川レンジャー活動実施報告 

12. 安治川歴史散策                           ・平成 23 年 11 月 16 日(水) 
12.1 実施状況  
テ ー マ 淀川ウォーク 津波・高潮を知ろう ～安治川歴史散策～  

担  当 毛馬出張所管内 三輪河川レンジャー 

（淀川資料館共催）

開催日時 平成 23 年 11 月 16 日(水) 12：45～16：15 

参加人数 参加総数 30 名  

 参加者 23 名 大人 23 名 

 講師 １名 柗永 正光氏（淀川資料館） 

 河川レンジャー １名 三輪河川レンジャー 

 協力スタッフ 2 名 井上氏・小関氏 

 その他 2 名 西大阪治水事務所 

中谷寿文氏・中島健介氏 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 12:15 事前打ち合わせ・受付開始 

 12:45 柗永氏から淀川ウォークのルート説明、活動趣旨の説明、スタッフ紹介

 13:05 大阪府西大阪治水事務所到着（安治川水門） 

  西大阪事務所中島氏から施設の案内 

 13:15 施設内会議室へ移動。西大阪事務所中谷氏から施設説明及び、高潮 

  対策のお話（パネルを用いて説明・質疑応答） 

 13:50 施設内から安治川水門の試験運転の見学及び操作室の見学 

  施設外から水門を見学 

 14:37 安治川トンネル往復 

 15:00 三輪レンジャーから河村瑞賢紀功の碑、古川跡の碑にまつわるお話 

 15:15 富島渡し跡 

 15:25 安治川橋跡 

 15:42 津波・高潮ステーション到着 

  高潮ステーション内施設、津波疑似体験、施設観覧 

 16:12 閉会・解散 

実施場所  
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12.2 事前活動  

各種資料 

・淀川資料館館内パンフレット 

・淀川ウォーク案内チラシ 

・大阪府西大阪治水事務所｢西大阪地域高潮対策｣パンフレット 

・防潮水門リーフレット 

・河村瑞賢顕彰碑の資料 

・津波高潮ステーションパンフレット 

関係機関からの 

支援内容 

・淀川資料館 広報、チラシの作成、参加者リボン 

・中央流域センター ﾚﾝｼﾞｬｰ旗 広報 

・歴史散歩の会 広報、参加受付 

・大阪府西大阪治水事務所 

・津波高潮ステーション 

レンジャーの活動内容 

・6 月企画 淀川資料館柗永氏 

・7 月詳細打ち合わせ 

・8 月ｺｰｽ下見 柗永氏小関氏  
・広報依頼北区中心に下流域  
・資料作成  
・9 月中止連絡  
・11 月再企画の広報  
・受付 

 

 

12.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 防潮施設、高潮津波等についてのお話  
コントロール室から防潮施設見学（水門の試験

運転） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 安治川トンネル(隧道)内部  
安治川橋明治 18 年被災、資料を用いて講師

説明 
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12.4 意見・課題  

参加者からの意見 

・当日のコメント、後日聞き取り、 

「今回の水門の試運転は、とても楽しみでした、見学できてよかった。」 

「アーチ型の建物が水門であるとしらなかった。」 

「震災を TV でみてきたが、身近なものとして、考えることができた。」 

「最近大阪は、あまり台風の被害が、ないようだったが、たくさん過去に、

災害にあった地域があることを知った。」 

「少し時間が短かったのでもう一度行きたい防災施設だった」。 

「安治川、川村瑞賢について実際に来て観て実感できた。」 

今後の課題 

淀川資料館との企画で、今回は大変貴重な見学ができ、今後のレンジャー

活動に大変参考になりました。 

ウォークに関しては、距離が長かったため、歩くスピードに差が出て、3

グループぐらいに分かれてしまったため、解説が届かないところもあった

と思いますが、スタッフの方々に支えられ目的地に時間通りつけました。

今後の企画では、ウォークの距離を減らし余裕を持って歩けるようにした

いと思います。 

9 月の台風による中止からの再企画で、少し参加人数は減りましたが 

安治川の河口を歩きながら、昔の川や村を実感でき、楽しい企画でした。

今後の川沿い歩きにつなげたいと思います。 
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○﨑谷河川レンジャー活動実施報告 

13. 冬鳥の生息観察会    ・平成 24 年 2 月 12 日(日) 
13.1 実施状況  
テ ー マ 冬鳥の生息観察会＜淀川川歩き＞ 

担  当 毛馬出張所管内 﨑谷河川レンジャー 

開催日時 平成 24 年 2 月 12 日(日) 13:30～ 16:40 

参加人数 参加総数 17 名  

 参加者 13 名 大人１２名、子ども１名 

 河川レンジャー 1 名 﨑谷河川レンジャー 

 協力スタッフ 1 名 菊井河川レンジャーアドバイザー 

 自治体 １名 東淀川区役所市民活動支援課長 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00 菅原城北大橋北詰歩道橋入口前で集合・準備。 

 13:30 﨑谷河川レンジャー開会挨拶・活動の要点説明・資料配布。 

 13:40 菊井河川レンジャーアドバイザーの紹介、観察の注意事項など

のお話。 

 14:00 菊井河川レンジャーアドバイザー先導で、橋上より淀川上流側

の野鳥と河川の状況解説。 

 14:20 﨑谷河川レンジャーより、堤防上から観る淀川環境の現況概要

を説明。 

  河川敷に入り、豊里葦原～平成ワンドの野鳥観察を開始。 

 14:40 

15:15 

 

15:45 

16:15 

豊里地区の河川敷なにわ自転車道を、下流方面に探鳥散策。 

菅原地区 JR 城東貨物線鉄橋辺りを観察通過。 

引続き河川敷を下りながら探鳥歩行。 

淀川大堰近くで小休止〈トイレ休憩〉 堰上下流、長柄橋辺り

で探鳥。 

柴島干潟に到達、流水川面や干潮した干潟での水鳥観察と説明。

 16:40 活動のまとめ 

閉会挨拶・解散 

実施場所 

 

（場所）淀川右岸高水敷（東淀川区地先） 
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13.2 事前活動  

各種資料 
川辺歩きで冬鳥の観察会(本活動用告知チラシ、淀川で見られる野鳥(下敷

き)、アンケート用紙、河川レンジャーNews 

関係機関からの 

支援内容 

○東淀川区 

市民活動支援担当課の広報協力と、活動援助団体の紹介 

○淀川河川事務所 

必要物品の貸与 

必要資料の提供 

レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案 

実施日、実施内容の検討（延期時の対応なども） 

現地下見 

○協力スタッフの要請 

菊井河川レンジャーアドバイザーへの協力依頼と内容打合せ 

○参加の案内 

河川レンジャーNews、ホームページへの掲載手続き 

案内チラシの作製と配布（配布先：区役所、東淀川図書館、コミュニティー

スポット東淀川） 

○必要物品の準備 

河川事務所・レンジャー事務局への備品・資料提供や貸与依頼 

参加者配布用資料やアンケートの作成 

○関係機関・協力団体との調整 

広報の協力依頼 

各種打合せ 

○活動の実施 

開会・閉会の挨拶 

活動の説明 

活動の推進 

参加者との交流 

意見・アンケートのとりまとめ 
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13.3 活動状況  
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 
・豊里地区での探鳥風景＝ケアシノスリというタ

カ科の貴重種を確認 
 ・平成ワンド整備の経緯や現状説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 ・菅原地区河川敷なにわ自転車道辺りを探鳥中  ・柴島干潟で水鳥を熱心に観察する参加者 

 

 

13.4 意見・課題  

参加者からの意見 

［記：菊井河川ﾚﾝｼﾞｬｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ］  

  始めに、集合場所から菅原城北大橋を三分の一辺りまで渡り橋上

から淀川を視る。かつて多くの不法耕作が行なわれていたバクダン

池（溜まり）周辺の耕地が無くなっており、河川事務所関係者の努力が

覗えます。後は高木を除伐して、欠落している葦の再生がなれば、

大阪唯一のツバメの塒の復活が期待できそうです。 

  カラスが多く目に付いた。ハシブトガラスだけかと見てるとハシ

ボソカラスもいる。全体で５０羽くらい。オオバン、カワウ、カン

ムリカイツブリなどもいる。城北ワンド群が見渡せる地点ではツグ

ミ、ヒヨドリ、キンクロハジロ、アオサギなどを観察。 

  橋を引き返し、平成ワンドへ向かう。水面にはバン、オオバン、

オカヨシガモ、アオサギの姿。ワンドの水辺近く、川原に生える冬

枯れの木に留まるケアシノスリを遠くからではあるが見つけた。探

鳥会参加者に伝えていると、突如見失うも一呼吸置いてまたその白

い姿を見せ、再び一瞬に草原に消えた。猛禽が観察できて良かった。

  河川敷の草藪ではアオジが鳴き、背の低い葦原にはショウビタキ

の雌。ケッケーンと遠くキジの鳴き声が聞こえる。スズメ、セッカ、

ヒバリ、ハクセキレイとも出合う。 

  赤川鉄橋付近では本流にカンムリカイツブリ、岸辺にはオオバン、

遠望のケーブル橋のアーチにはカワウが集団で休憩中。この光景に

参加者たちは驚いた様子だが、時には此れの１０倍程も留まるのを
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見ることも有る。 

柴島再生干潟まで来ると干潮時で水路だけが残り、上砂が露出の

水場でダイサギ、コサギが啄んでいる。ユリカモメ、セグロカモメ

が本流の水面を飛び交い、川原にはムクドリ５０羽余りの群れがい

た。 

 

＊ 私の感じの自然と、本来の自然とのギャップが感じられ面白かったです。

河川レンジャーさんの熱の入った話も良かったです。 少し疲れました。 ト

イレ休憩がもう少し有れば良かったかなと思います。 早朝散歩時に野鳥の

姿など見れますので、興味があります。 

 

 （以下は提出アンケートの記載内容と終了時に聴けた感想意見を、集約

してまとめた。） 

・ 冬場で歩行時間も長いので、トイレ設備が必要と痛感した。 

・ 集合地への交通アクセスが悪くて困った。 

・ 堤防や橋上からの眺めでは目に付かないゴミが、水辺に近づくと多い事が

分った。 

・ 地元に居ても知らなかった平成ワンドを、もっと活用出来たら良いのにと思

った。 

・ 親子が楽しめる催しをたくさん行なってほしい。今日は有難う。 

・ 今回の事で河川レンジャー活動を始めて知った。頑張ってほしい。 

・ 以前はツバメの群遊地で有ったとの話を聞いたことがあるが、復活できたら

良いと思う。 

・ 今年は冬鳥の数が少ないのは何故だろう、何の影響なのか。 

・ こんなにも野鳥の種類が多いことに気付かなかった。ヨシやオギ、ススキな

どの区別が付いて良かった。木や植物が本来は川に生える種類でないも

のが多くなっているとの話は興味深かった。 

・ 観察の隊列が長くなり、菊井レンジャーアドバイザーの話し声が届かなかっ

た。 

・ 淀川沿いに住んでいるので、きれいな環境づくりに役立ちたいです。 

  計２６種を観察しました。  

今後の課題 

・ 事前問合せでトイレの確認が２件有って不参加となった。また観察中にトイ

レの為に離脱した夫婦が一組出たなど、大いに検討すべき課題となった。 

・ 当該地と河川のアクセスが良くないことで、集合および解散地の設定やス

ケジュール組みで無駄時間が出る。自転車で現地集合し現地解散するよう

な企画を立てが望ましいのか、考え込んでしまう。 

・ 集合地まで自転車で来る人が多く、駐輪場に苦慮。遠方の公園に置くこと

にしたが、帰りにまた元の場所に戻らなければならないのが大変。 

・ 人集めは一番大変な課題だ。地域に溶け込んだ付き合いで、人的援助

者を募って行くことを引き続き積極的に行なう必要を痛感した。 

・ 集合地が分り辛く参加予定者２名が別の地点で待ちぼうけし、催しに

加われなかった。 
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○石山河川レンジャー活動実施報告 

14. 淀川の淡水魚     ・平成 23 年 11 月 19 日(土) 
14.1 実施状況  
テ ー マ 淀川スペシャル講座 第 2 回 淀川の淡水魚を深く学ぶ 

担  当 毛馬出張所管内 石山河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 11 月 19 日(土) 9：30～12：00 

参加人数 参加総数 37 名  

 参加者 30 名 大人 22 名、子ども 8 名 

 
講師 2 名

小村一也氏(NPO 法人 nature works) 

横山 達也氏(大阪市水道記念館管理課長) 

 河川レンジャー 2 名 石山河川レンジャー 

 
協力スタッフ 2 名

玉井河川レンジャー 

岡田氏・有馬氏 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:30 設営準備・受付 

 10:00 活動開始、石山河川レンジャーから観察用水槽の説明 

  自己紹介、活動案内・趣旨説明 

 10:23 講師小村氏、「淡水魚の塗り絵図鑑」を使用し、魚の紹介及び 

  見本用タナゴを手本に塗り絵の指導 

  水道記念館横山氏からタイリクバラタナゴ、カネヒラの生態について

  説明 

 10:30 魚の色塗り開始 

  各席へ石山レンジャー、小村氏がまわり、水生生物のお話や 

  塗り絵の参加者へ指導 

 11:45 質疑応答 

 12:00 閉会 

実施場所 大阪市立水道記念館 

 
 

14.2 事前活動  

各種資料 

NPO 法人 Nature Works ｢淡水魚塗り絵図鑑｣ 

人と自然を近づける川いい会 ｢近畿の水カメ｣ 

3R まなびあいブック 
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関係機関からの 

支援内容 

・水道記念館 会場提供及び会場設営のサポート 

・NPO 法人 Nature Works ｢淡水魚塗り絵図鑑｣100 冊 

・人と自然を近づける川いい会 ｢近畿の水カメ｣100 冊 

・琵琶湖・淀川水質保全機構 スタンプラリーにより集客支援 

・環境カウンセラー・カッパ研究会・大阪水都の会等の ML による告知 

レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・会場担当者との打合せ 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・広報ツールの準備及び活動 

・資料づくり 

・会場への教材・展示物等の入搬手配 

・展示物のセッティング 

・当日運営 

・展示物の搬出 

 

 

1.3 事前活動  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 講師によるタナゴの解説  講師による彩色方法の解説 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 一生懸命に色を塗るふたごの中学生  水生生物センターからの参加者 
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1.4 意見・課題  

 

参加者からの意見 

・水生生物センター宮下氏より｢塗り絵という教材を使用したことで、 

大人も子どもも、同じレベルのことを同時に指導できるのですね｡｣ 

・カネヒラ、イタセンパラの産卵期が秋だと知る事ができた。 

・大人になってから塗り絵をしたことはない。意外と集中してしまい楽

しかった。 

・｢この図鑑はいくらですか？｣と何度聞かれた。売り物と思う人が多か

ったようである。 

・うまく塗ることができず、悔し涙を流す子どもがいた。その子にもう

1 冊プレゼントして、もっとうまく塗れたら見せにおいでと促し、笑顔

で帰ってもらった。 

今後の課題 

今回は細密画の彩色であったため、対象を中学生以上にしたが、中学生

を集客するにはなかなか難しい。結局、絵の描ける小学生 3 名をシード

枠で入れた。 

たまたま雨天のため、水道記念館の一般来場者数が少なかったが、飛び

込み参加を受け入れるには、色鉛筆を多数用意した方がいいかと思う。

また、幼児向けの材料も準備しておくと、良いかもしれない。 
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○河川レンジャー連携活動実施報告 

15. 京都環境フェスティバル 2011       ・平成 23 年 12 月 10･11 日(土･日) 
15.1 実施状況  
テ ー マ 京都環境フェスティバル 2011  

担  当 京都府域出張所管内 河川レンジャー 

開催日時 平成 23 年 12 月 10・11 日(土・日) 9：00～16：00 

参加人数 参加総数（2 日間） 約 1000 名（別途河川レンジャー等 23 名） 

 参加者 約 1000 名  

 河川レンジャー 8 名

 
 

山村・福井・田中・山田・辻川・池

宮・中川ゆり子・谷岡各河川レンジ

ャー 

 淀川河川事務所 11 名 芝田監督官・岡田係長・矢野専門

員・戸田係長・酒井係長・畠山出張

所長・本田係長・井上出張所長・田

中係長・高田出張所長・黒田係長 

 運営事務局 4 名  

スケジュール 9:00 スタッフ集合(京都パルスプラザ出展ブース内) 

1 日目・2 日 10:00 京都環境フェスタ開催 

  【パネル展示】三川合流パネル・解説 

  木津川管内活動紹介・解説 

  淀川の 100 年の変遷がわかるパネル展示・解説 

  【工作】ヨシタペストリー・ヨシ笛・オニグルミストラップ作り 

 16:00 閉会・片付け 

 17:00 終了・解散 

2 日目   

 13:00 木津川管内河川レンジャー主催「おいでよ木津川へ！」練習 

 14:00 別会場にてワークショップ開催 

  「楽しかったよ、親子川の学校。きれいな木津川をとりもどしたい」 

  ：田中河川レンジャー 

 14:20 「木津川が育てた自然」：福井河川レンジャー 

 14:30 「NPO 法人やましろ里山及び木津川について」：山村河川レンジャー

 15:00 ワークショップ終了 

実施場所 京都パルスプラザ(京都府見本市会場) 
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15.2 事前活動  

各種資料 

・河川レンジャーNews NO.18･19 

・桂川クリーン大作戦 

・価値ある水辺を創る鵜殿を遊ぶ 

・河川レンジャー発見・養成講座案内チラシ 

関係機関からの 

支援内容 

･淀川河川事務所 

･NPO 法人やましろ里山の会 

レンジャーの活動内容 

 木津川一斉水ウォッチング(10/8)の水質調査結果を汚染マップとしてま

とめ、展示パネルとして掲示。 

1.  展示コーナーで体験工作に使用する材料、道具の準備 

2.  体験工作のヨシタペストリー、ヨシ笛などのサンプル作成 

3.  活動実施（来場者の体験工作の補助、アドバイス、見守り実施） 

4.  終了後の清掃 

 

15.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 工作体験（オニグルミストラップ）  河川レンジャーによる展示パネルの解説 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 

ワークショップ「楽しかったよ、親子川の学

校。きれいな木津川をとりもどしたい」田中

河川レンジャー 

 

「NPO 法人やましろ里山の会及び木津川につ

いて」山村河川レンジャー 
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15.4 意見・課題  

参加者からの意見 

 特にアンケートは取っていないが、葭笛作りやクルミのペンダントづく

りなど体験コーナーが人気であり、親子一緒に参加され「とても楽しい経

験ができました」と感謝された。 

  短時間で簡単な工夫で出来る体験工作は子供にはありがたい。 

  ヨシのタペストリーに於いては参加者の希望の寸法で作成したい方が多

い様である。 

今後の課題 

 展示内容は工夫して作成したつもりだが、体験コーナーに比べると参加

者の関心が少ないのはやむを得ないことかもしれないが、やや残念であっ

た。ただ多くはないが、非常に熱心にパネルをご覧になり、質問をされる

方もおられた。特に、木津川の地図に旧跡を書き込んだ巨大パネルは、熱

心に見入る方が目についた。このパネルは、今後いろいろな場面で活用で

きるのではないだろうか。 

  コーナー壁面のパネル展示は詰め込みすぎて、視覚的に興味を持って近

づく人が少なかったように感じた。 

 何回か参加されて居られる方には、次の段階を講習しても良いのでは。 

もう少し、広報に力を入れても良いのではないかと思います。 

  今回、様々な関係で参加のブースが減少している様ではあるが、何回か

参加をする事により顔なじみも出来、レンジャー活動に良き繋がりと成っ

て来ています。レンジャーも、もっと参加をするべきではないか。 
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